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松 明
第 201 号 毎月 11 日は小松島市の人権の日 発行所　小松島市　小松島市教育委員会　小松島市人権教育振興協議会

第
44
回　

小
松
島
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
修
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　

第
44
回
小
松
島
市
人
権

教
育
・
啓
発
研
修
大
会
が
、

２
月
４
日
(
水
)、
市
サ

ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
の
後
、
３
つ
の

部
会
の
実
践
報
告
と
熱
心

な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
実
践
報
告
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
流
と
挑
戦
を
通
し
て
育
つ
子
ど
も
の
心

　

～
人
と
の
か
か
わ
り
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
保
育
の
実
践
～

立
江
保
育
所
後
援
会　

福
田　

弘
子

　

田
川　

絵
梨

１　

は
じ
め
に

　

立
江
保
育
所
は
、
小
松
島
市
立
江
町
の
の
ど

か
な
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
四
季
折
々
の
自
然

に
囲
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
の
び
の
び
と
保

育
所
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
全
児
童
24
名
と

小
規
模
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
さ
を
生
か
し
、

全
員
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
保
護
者
間
の
交
流
も
多
く
、
お
互
い

に
子
ど
も
の
相
談
を
し
た
り
、
成
長
の
喜
び
を

と
も
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
。

２　

人
権
保
育
推
進
事
業

(1)
保
育
所
内

　

・「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
で
ぇ
(
Ｄ
Ａ
Ｙ
)」

　
　

週
１
回
リ
ズ
ム
室
や
園
庭
で
異
年
齢
で
の

　
　

活
動
を
す
る
。

　

・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
で
ぇ
(
Ｄ
Ａ
Ｙ
)」

　
　

５
歳
児
を
中
心
に
折
り
紙
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

　
　

け
ん
玉
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
手
作
り
楽
器
チ
ャ

　
　

レ
ン
ジ
な
ど
様
々
な
活
動
に
主
体
的
に
取

　
　

り
組
む
。

　

・「
人
権
保
育
た
つ
え
っ
こ
き
ら
き
ら
タ
イ
ム
」

　
　

毎
月
11
日
に
そ
の
月
の
人
権
テ
ー
マ
に

　
　

沿
っ
た
話
を
聴
き
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権

　
　

意
識
を
高
め
る
。

(2)
地
域
と
の
交
流

　

・
立
江
祇
園
囃
子
保
存
会
の
演
奏　

・
立
江

　
　

寺
ろ
う
そ
く
ま
つ
り　

・
立
江
八
幡
神
社

　
　

秋
ま
つ
り　

・
天
狗
し
ば
き　

・
竹
ぽ
っ

　
　

く
り
作
り　

・
立
江
町
民
文
化
祭
見
学

　

・
小
松
島
警
察
に
よ
る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

・
消
防
自
動
車
見
学　

・
立
江
小
学
校
秋
ま
つ
り

(3)
保
護
者
間
の
交
流

　

・
子
育
て
ト
ー
ク
座
談
会　

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
サ

　
　

イ
ク
ル
バ
ザ
ー　

・
エ
コ
玉
作
り

　

・
保
育
参
観　

・
親
子
遠
足

(4)
保
護
者
人
権
研
修

　

・
人
権
保
育
講
演
会　

・
人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

　

・
親
子
体
操　

・
大
人
の
た
め
の
絵
本
の
読

　
　

み
聞
か
せ　

・
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

・
市
人
権
教
育
学
級
へ
の
参
加
等

(5)
そ
の
他

　

・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム　

・
阿
波
踊
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

３　

お
わ
り
に

　

子
ど
も
た
ち
は「
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ぶ
で
ぇ
」

や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

で
ぇ
」
な
ど
の
活
動
を

す
る
こ
と
で
、
自
分
や

友
達
を
大
切
に
す
る
心

が
育
ち
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
挑
戦
す
る
喜
び

や
思
い
や
り
の
心
が
芽

生
え
た
。
大
き
く
成
長

し
た
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
、
常
に
優
し
く
見
守

り
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
包
み
込
む
こ
と
が

大
人
の
私
た
ち
の
大
切
な
役
目
で
は
な
い
か
と

人
権
保
育
の
取
組
を
通
し
て
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
人
権
研
修
を
通
し
て
、
改
め
て

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
は
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
む

と
思
う
が
、
い
つ
ま
で
も
地
域
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
な
が
ら
、
心
身
共
に
の
び
の
び
と
成
長
で

き
る
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

公
民
館
活
動
と
人
権
課
題
へ
の
取
組

坂
野
公
民
館　

笠
原　

光
男

１　

は
じ
め
に

　

坂
野
公
民
館
が
あ
る
坂
野
町
は
古
く
か
ら
の

農
村
地
帯
で
、
今
で
は
大
規
模
農
業
法
人
が
あ

る
米
作
地
帯
で
あ
る
。
令
和
７
年
３
月
31
日
現

在
、
坂
野
町
の
人
口
は
１
８
４
３
人
で
あ
り
、

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
坂
野
小
学
校
で

は
令
和
７
年
４
月
の

入
学
生
は
、
卒
業
生

が
12
人
な
の
に
対
し

て
、
３
人
だ
っ
た
。

令
和
15
年
度
に
は
新

開
、
立
江
、
櫛
渕
、

坂
野
を
校
区
と
し
た

新
小
松
島
南
小
学
校

(
仮
称
)
が
開
校
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
内
の
教
育
施
設

で
あ
る
中
学
校
が
な

く
な
り
、
小
学
校
も

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、

公
民
館
の
存
在
は
、
地
域
住
民
の
結
び
つ
き
を

強
め
る
施
設
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

２　

公
民
館
活
動
の
内
容

(1)
文
化
芸
能
祭　

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間

　

開
催
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12
月
６
日　

市
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル

こ
ま
つ
し
ま
市
民
人
権
の
つ
ど
い

　
　

文
化
祭
で
は
坂
野
小
学
校
全
児
童
の

　

人
権
ポ
ス
タ
ー
、
地
元
の
著
名
な
写
真

　

家
、
書
道
家
の
作
品
の
ほ
か
、
公
民
館

　

を
利
用
し
て
い
る
人
た
ち
の
書
道
、
水

　

墨
画
、
洋
画
な
ど
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、

　

芸
能
祭
で
は
20
人
が
カ
ラ
オ
ケ
、
日
舞
、

　

尺
八
な
ど
を
披
露
。
出
品
数
82
点
、
来

　

館
者
１
５
６
人
だ
っ
た
。

(2)
う
た
ご
え
カ
フ
ェ
「
花
い
ち
ご
」

　

参
加
者
は
バ
ン
ド
演
奏
で
歌
を
歌
う
。 

　

毎
月
１
回
。

(3)
喫
茶
「
乙
女
茶
屋
」

　

高
齢
者
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
、
話
を

　

す
る
。
毎
月
３
回
。

(4)
い
き
い
き
百
歳
体
操

　

筋
力
が
衰
え
て
き
た
高
齢
者
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

で
体
操
。
毎
月
３
回
。

(5)
田
北
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　

カ
ラ
オ
ケ
に
よ
り
歌
を
皆
の
前
で
歌
う
。

　

毎
月
２
回
。

(6)
田
北
自
主
防
災
会

　

公
民
館
地
区
内
に
あ
る
自
主
防
災
訓
練
。

　

年
２
回
。

３　

人
権
課
題
へ
の
取
組

(1)
９
月
８
日　

人
権
啓
発
研
修
会

　
「
郷
土
の
先
人　

樋
口
健
三
先
生
と
喜
田

　

貞
吉
博
士
」　

講
師:

柴
田
直
哉
指
導
員

(2) 

11
月
24
日　

坂
野
・
和
田
島
・
新
開
３

　

公
民
館
交
流
研
修
会

　
「
幼
児
・
児
童
虐
待　

見
え
な
い
虐
待

　

を
し
な
い
た
め
に
」　

講
師:

柴
田
直
哉

　

指
導
員

(3) 

12
月
７
日　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
に
よ
る
人
権
啓

　

発
研
修
会

４　

お
わ
り
に

　

公
民
館
は
防
災
、
文
化
な
ど
の
地
域
の

拠
点
で
あ
る
。
公
民
館
事
業
を
推
進
す
る

中
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
、
常
に
検
討
し
て
い
る
。

人
権
問
題
の
研
修
に
は
多
く
の
世
代
の
参

加
、
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
近
隣
の

公
民
館
の
交
流
研
修
会
は
、
す
ぐ
に
は
効

果
が
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
継
続

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
信
じ
て
、
続

け
て
い
き
た
い
。

思
い
や
り
を
一
つ
ず
つ
行
動
へ

　
「
Ｗ
ｅ　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
で
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
の
活
動

小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会　

長　

圃
山　
　

登

前
会
長　

河
野　

成
人

１　

は
じ
め
に

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
世
界
最
大
の

社
会
奉
仕
団
体
で
、
１
９
１
７
年
に
ア
メ

リ
カ
で
創
設
さ
れ
た
。

　

日
本
で
は
１
９
５

２
年
に
東
京
で
最
初

の
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、

現
在
で
は
約
２
８
０

０
の
ク
ラ
ブ
、
10
万

人
以
上
の
会
員
が
所

属
し
て
い
る
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

地
域
社
会
の
発
展
や

人
道
的
奉
仕
活
動
を

目
的
と
し
、「
Ｗ
ｅ

　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

(
我
々
は
奉
仕
す
る
)」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
６
３
年
４
月
20
日
徳
島
県
内
５
番
目

の
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
、
以
来
地
元
小

松
島
の
地
域
貢
献
を
念
頭
に
奉
仕
活
動
を

続
け
て
い
る
。

２　

私
た
ち
の
活
動

　

私
た
ち
は
、
月
１
回
「
や
ま
な
み
珈
琲

店
」
を
お
借
り
し
て
食
事
を
し
な
が
ら
例

会
を
開
い
て
い
る
。

　

主
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
(
活
動
)
と
し

て
は
、　

　
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
(
年
４
～
５
回
)

　
献
血
奉
仕(
年
３
回
)(
小
松
島
市
役
所
)

　
小
松
島
菊
花
展
の
後
援

　
非
行
防
止
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
協
賛

　
ゴ
ー
ヤ
、
朝
顔
等
配
布
(
小
松
島
市
役
所
)

　
本
港
地
区
や
横
須
海
岸
の
清
掃

　
小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
旗
杯

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
後
援
(
坂
野
運

　

動
広
場
)

　
小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
小
学
生

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
主
催
(
市
立
体
育
館
)

　
小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
ソ
フ
ト
バ

　

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
後
援
(
市
立
体
育
館
)

　

｢

は
ひ
ふ
へ
ほ
の
会｣ 　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

支
援
協
賛

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、
一
昨
年
は
県

下
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
、「
サ

ン
タ
de
ウ
ォ
ー
ク
」
を
徳
島
駅
周
辺
で
開

催
し
、
集
ま
っ
た
募
金
を
県
下
の
こ
ど
も

食
堂
を
運
営
す
る
団
体
に
寄
付
し
た
。ま
た
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団
(
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
)
を
通
じ
、
能
登
半
島
の
災
害
な
ど
に

も
義
援
金
を
出
し
て
い
る
。

３　

お
わ
り
に

　

私
た
ち
は
、「
小
松
島
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、人
に
優
し
い
街
に
な
れ
ば
」
と
日
々

活
動
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
結
成
時
46
名
い
た
会
員
も
現

在
14
名
。
家
族
会
員
を
含
め
て
も
24
名
と

減
少
し
、
活
動
に
も
支
障
が
出
て
き
て
い

る
。
私
た
ち
小
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
新
し
い
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

※

「
Ｗ
ｅ　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
の
精
神
で
、
小

松
島
の
た
め
に
活
動
し
た
い
と
お
考
え
の

方
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
？
会
場
に
配
布
し
た
会
報
の
最
終
面

に
、
事
務
局
の
連
絡
先
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
第
１
部
「
中
学
生
人
権
意
見
発
表
」

　

４
名
の
中
学
生
が
意
見
発
表
を
し
ま
し

た
。「
決
め
つ
け
」(
小
松
島
中
学
校
１
年

生
)、「
切
磋
琢
磨
」(
小
松
島
南
中
学
校

１
年
生
)、「
人
種
差
別
」(
小
松
島
中
学

校
２
年
生
)、「
亡
く
な
っ
た
人
の
人
権
」

(
小
松
島
南
中
学
校
３

年
生
)
と
題
し
て
、
人

権
学
習
や
日
常
生
活
の

中
で
感
じ
た
不
合
理
な

事
象
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
や
考
え
を
発
表

し
ま
し
た
。
人
権
の
大

切
さ
を
様
々
な
視
点
で

訴
え
る
４
名
に
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

●
第
２
部
「
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
」　

　

小
松
島
市
ふ
る
さ
と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
歌
手
、
山
崎
て
い

じ
さ
ん
に
歌
と
語
り
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
い

う
異
色
の
経
歴
を
持

つ
島
根
県
出
身
の
歌

手
で
す
。
「
小
松
島

ま
つ
り
唄
」
な
ど
９

曲
を
熱
唱
さ
れ
、
そ

の
曲
間
に
、
視
力
を

失
い
な
が
ら
自
分
を

応
援
し
て
く
れ
た
母

親
へ
の
思
い
や
、
い

ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
歌
手
に
転

向
し
て
30
周
年
を
迎
え
た
波
瀾
万
丈
の
人

生
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）


